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吉良よし子参院議員の官邸前抗
議でのスピーチを動画で

国
会
前
を
埋
め
る
原
発
ゼ
ロ
の
共
同
行
動
参
加
者
（
２
０
１
３
年
10
月
13
日
、
田
沼
洋
一
撮
影
）
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都
民
目
線
で
ぶ
れ
ず
に
報
道

　
「
明
る
い
紙
面
と
多
彩
な
記
事
が
大
好
き
で
す
」「
東
京
地
方
紙
と
し
て

充
実
し
て
い
る
」「
都
内
の
こ
と
が
良
く
わ
か
る
。
読
み
や
す
さ
最
高
」

　
「
東
京
民
報
」
は
今
年
６
月
に
再
週
刊
化
６
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
弊
社

に
毎
週
届
け
ら
れ
る
読
者
か
ら
の
投
稿
は
、
毎
月
２
０
０
通
を
超
え
、
こ

の
よ
う
な
高
い
評
価
も
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
東
京
民
報
」

を
ま
だ
ご
存
じ
で
は
な
い
皆
様
に
、
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
Ｐ
Ｒ

版
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
ご
購
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

東
京
が
見
え
る

東
京
か
ら
見
え
る

　「
東
京
民
報
」
は
名
前
の
通
り
、
都
民

の
た
め
の
新
聞
。
４
面
す
べ
て
が
東
京
発

の
ニ
ュ
ー
ス
、情
報
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
会
・
首
相
官
邸
前
（
千
代
田
区
）
で

は
、
原
発
再
稼
働
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
）、
集
団
的
自
衛
権
行
使
、

貧
富
の
格
差
拡
大
な
ど
、
安
倍
政
権
の
暴

走
に
反
対
す
る
デ
モ
が
、
日
替
わ
り
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
政
治
・
経
済
が

集
中
す
る
首
都
・
東
京
だ
か
ら
こ
そ
東
京

民
報
は
、
日
本
の
今
と
未
来
を
め
ぐ
る
た

た
か
い
を
都
民
目
線
で
ぶ
れ
ず
に
報
道
し

続
け
ま
す
。

　
都
議
会
を
は
じ
め
と
し
た
地
方
議
会
論

戦
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

教
育
、
横
田
基
地
問
題
な
ど
、
都
民
の
暮

ら
し
に
欠
か
せ
な
い
ニ
ュ
ー
ス
・
情
報
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
ま
す
。
昨
年
の
参
院

選
・
都
議
選
以
降
、都
内
の
議
会
選
挙
（
含

む
補
選
）
で
連
勝
を
続
け
る
、
日
本
共
産

党
の
議
会
内
外
の
活
動
に
注
目
し
た
報
道

は
、
東
京
民
報
な
ら
で
は
で
す
。

都
民
と
と
も
に

東
京
を
変
え
る

　
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い
え
る
東
京
へ
、

都
民
と
と
も
に
「
東
京
を
変
え
る
」
メ
デ

ィ
ア
と
し
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
感
を
発

揮
す
る
の
も
東
京
民
報
な
ら
で
は
で
す
。

　
地
域
で
起
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
掘

り
下
げ
る
「
東
京
な
う
」。
防
災
の
名
で

強
引
に
進
め
る
巨
大
道
路
建
設
は
、
住
民

を
住
み
慣
れ
た
土
地
か
ら
追
い
出
す
理
不

尽
な
も
の
。
つ
ね
に
住
民
目
線
で
問
題
を

掘
り
下
げ
て
い
ま
す
。

　「
今
回
の
（
東
京
な
う
）『
住
み
よ
い
街

　
壊
す
の
か
』（
北
区
、
５
月
25
日
号
）

は
私
た
ち
の
区
、
品
川
区
の
問
題
で
も
あ

る
の
で
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」（
読

者
の
投
稿
）。
東
京
民
報
の
報
道
が
、
行

政
の
理
不
尽
と
た
た
か
う
住
民
を
励
ま

し
、
連
帯
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　「
足
立
区
戸
籍
委
託
　
半
年
で
一
部
撤

回
」（
８
月
31
日
号
）「
東
村
山
市
　
広
域

避
難
場
所
を
改
修
　
新
婦
人
・
防
災
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ
が
力
に
」（
６
月
８
日
号
）
は
、

住
民
パ
ワ
ー
が
行
政
を
動
か
し
た
好
例
で

す
。い

つ
も
読
者
と
と
も
に

　
読
者
の
投
稿
・
声
は
、
東
京
民
報
の
い

わ
ば
血
液
。
元
気
を
弊
社
に
届
け
て
く
れ

ま
す
。
投
稿
や
取
材
依
頼
か
ら
、
評
判
を

呼
ぶ
記
事
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

す
。

　
住
宅
街
で
開
業
す
る
歯
科
医
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
「
消
費
税
増
税
後
、
患
者
が
４
割

も
減
っ
た
」
と
い
う
投
稿
を
読
ん
だ
記
者

が
、
さ
っ
そ
く
現
場
に
急
行
。
９
月
７
日

号
一
面
ト
ッ
プ
記
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
「
葛
飾
区
保
健
セ
ン
タ
ー
廃

止
　
施
設
遠
の
き
困
る
住
民
」（
６
月
８

日
号
）「
孤
立
死
、
１
カ
月
に
３
件
　
Ｓ

Ｏ
Ｓ
出
せ
ず
家
族
が
い
て
も
」（
４
月
27

日
号
）
な
ど
、
地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ

た
報
道
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

カ
ラ
ー
紙
面
が
き
れ
い

　
東
京
民
報
の
１
・
４
面
は
オ
ー
ル
カ
ラ

ー
。「
写
真
が
と
て
も
き
れ
い
」「
カ
ラ
ー

ペ
ー
ジ
が
多
く
、見
や
す
い
で
す
ね
」
と
、

読
者
か
ら
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
東
京
民
報
で
は
再
週
刊
化
か
ら
10
カ
月

目
の
２
０
０
９
年
２
月
に
、
写
真
が
映
え

る
よ
う
に
用
紙
を
よ
り
白
い
も
の
に
し
、

印
刷
も
よ
り
き
め
細
か
い
も
の
に
改
善
。

必
要
に
応
じ
て
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
に
写
真

撮
影
を
委
託
す
る
な
ど
、
取
材
体
制
の
強

化
と
と
も
に
紙
面
の
質
を
高
め
る
改
善
に

努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

購
読
料
据
え
置
き

　
消
費
税
が
今
年
４
月
か
ら
８
％
に
な

り
、
新
聞
各
紙
も
購
読
料
に
増
税
分
を
上

乗
せ
す
る
中
、
東
京
民
報
は
社
内
努
力
で

据
え
置
き
ま
し
た
。
購
読
料
は
４
月
の
消

費
税
増
税
後
も
据
え
置
き
、
月
４
０
０
円

（
郵
送
配
達
６
０
０
円
）
で
す
。

ARの動画は日本共産党ホームページのJCPムービーから作成しました

「
東
京
民
報
」っ
て
ど
ん
な
新
聞
？

読
ん
で
得
す
る  

４
つ
の
魅
力

オスプレイへの
抗議を動画で

反貧困
このまますすむと困っちゃう人びとの会の水曜官邸前アクション
（山本由里子撮影）
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「戦争する国」
止めよう

安倍政権打倒のブル
トーザーデモ
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“ここだけ”の記事が満載です

くらしの願い・焦点を 特集

好評新企画
続々登場

迫るいっせい地方選都政、都議会の〝変〟
徹 底 追 及

編集長
インタビュー
宝田明さん

奥多摩の
滞在型体験農園

松本由理子の
あの人にあいたい
ちばてつやさん

　くらしの願いがかかった住民の
たたかい、地方選の対決点や焦点
を特集する「東京なう」を随時掲
載。各自治体共通の政策テーマや、
日本共産党地方議員団の論戦と活
躍など、いっせい地方選に役立つ
情報も詳報します。
　都民の運動が都政を動かした五
輪会場計画や、都議会ヤジなど、
都議会や都政の課題も徹底追及し
ます。

　　ちひろ美術館をつくった松本由理子元副館長の対談「あ
の人にあいたい」（隔月連載）、話題の人に直撃する「編集長
インタビュー」など、新企画が続々登場。最新の健康情報を
紹介する「健康生活　HealthyLife」、生活の情報を専門家が
解説する「読み得」など、役立つ記事も好評です。
　特集やコラム、連載で、東京の自然や文化を多彩に伝えます。

日本共産党都議団、地方議員団の
活躍を詳報します

奥多摩の

葛
飾
区
保
健
セ
ン
タ
ー
廃
止

「
育
児
の
会
い
け
な
く
な
る
」

稲城市　ママ友たち
初めての憲法カフェ

足立区教委　授業に介入伸びる子選別し別室指導

渋谷区　マ
ンション用

地の

見返りに新
庁舎

まだ東京民報をお読みでない方は、この機会にぜひご購読ください

　
マ
マ
友
た
ち
の
初
の
「
憲
法

カ
フ
ェ
」
の
記
事
（
７
月
27
日

号
）
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

私
た
ち
年
配
の
も
の
は
ど
う
し

た
ら
若
い
人
た
ち
に
…
と
悩
ん

で
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
で
す
ね
。
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。 

（
江
東
区
・
女
性
）

　
東
京
民
報
を
読
み
だ
し
て
１

年
あ
ま
り
。
医
療
や
福
祉
の
記

事
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

　
４
月
13
日
号
、
保
育
士
大
量

退
職
の
記
事
は
、
金
も
う
け
主

義
の
保
育
園
の
実
態
を
浮
き
彫

り
に
し
て
い
ま
す
。
若
者
が
生

き
生
き
と
働
け
る
社
会
を
つ
く

っ
て
い
か
な
く
て
は
。

（
さ
い
た
ま
市
・
男
性
）

　
手
軽
で
、
東
京
の
様
々
な
と

こ
ろ
で
の
活
動
が
読
め
、
参
考

に
で
き
た
り
、
文
化
欄
で
は
行

っ
て
み
た
い
紹
介
も
あ
っ
て
、

実
際
に
行
っ
て
み
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　
８
月
10
、
17
日
号
は
「
八
丈

島
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
」
が
面
白
か

っ
た
で
す
。
八
丈
島
に
は
一
度

は
行
き
た
い
で
す
。

（
多
摩
市
・
女
性
）

　
毎
回
、
記
事
を
楽
し
く
読
ん

で
い
ま
す
。
８
月
10
、
17
日
号

の
憲
法
ト
ー
ク
の
記
事
、
３
人

の
発
言
は
、
と
て
も
深
く
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
国
民
一
人
一
人

が
考
え
て
勇
気
を
も
っ
て
、
多

く
の
周
り
の
人
か
ら
話
し
合
っ

て
い
き
、
国
民
が
主
人
公
の
現

憲
法
を
堅
持
し
て
い
か
ね
ば
と

の
思
い
を
強
く
し
た
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
勇
気
を
も
ら
え
る

記
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。 

（
日
野
市
・
男
性
）

読
者
の
声
よ
り
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東京大空襲狩野光男が描く
かのう てるお

体験者

　狩野氏本人の体験と被災者の証言を絵画化。１枚ずつ、絵の解説付き。集会、イベント等の展示品として、
また組合・団体・事務所に掲示して平和を考えるきっかけづくりに、学校の教材としても活用いただけます。

2,000円（税別・送料別途）
Ａ3カラー：22枚
Ａ2カラー：１枚（　　　　　　）

『戦争をする国』づくりがねらわれている今こそ、

　狩野氏本人の体験と被災者の証言を絵画化。１枚ずつ、絵の解説付き。集会、イベント等の展示品として、
また組合・団体・事務所に掲示して平和を考えるきっかけづくりに、学校の教材としても活用いただけます。

パ
ネ
ル
の
内
容

①低空で飛ぶＢ29と避難住民
②燃える馬
③言問橋浅草側の火焔地獄
④言問橋炎上
⑤（伝聞）浅草寺本堂焼失
⑥ねんねこ半纏父と児
⑦言問橋（浅草側）（A２）

⑧船付き水死体
⑨（伝聞）深川門前仲町大横川
⑩３月10日朝、言問橋浅草の光景
⑪言問橋下、ドーム前
⑫仮埋葬の人々
⑬３月10日昼頃の言問橋
⑭燃える浅草松屋、東武線鉄橋と隅田川

⑮総武線の線路を歩く狩野氏
⑯上野遺体置き場
⑰省線遺体
⑱昭和天皇、深川巡察
⑲日立航空機立川工場変電所
⑳湯の花トンネル、車外

東京大空襲狩野光男が描く
かのう てるお

狩野光男が描く体験者

『戦争をする国』づくりがねらわれている
戦争の実相を伝えよう

パネル23枚セット
～語り継ぎナレーション本付～

第2営業部
業務管理課 5534–1152（TEL）5534–1153（FAX）

ご 注 文 の
お問合せは


